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自己紹介
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【略歴】

• 1990年日商岩井入社（企業審査業務）

• 1997年ブラジル駐在審査・法務

• 2003年法務・リスクマネジメント部 課長

• 2004~7年（他社経験あり）

• 2008年法務部 課長

• 2013年リスク管理部 部長

• 2016年ニューヨーク駐在米州経営企画（約2年）

• 2018年人事部 部長

• 2020年～現職（54歳）子ども２人

バブル崩壊
倒産増！

伯通貨危機
不払多発！

趣味
週末に妻とのウォーキングとカフェ

年に一度は長岡禅塾で心を整えます

河西 敏章（かさい としあき）

双日株式会社 執行役員
人事、総務・IT業務担当本部長
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双日統合報告書2021



4統合報告書2021 P56~P57 「価値創造戦略～人材力の最大化に向けて～」抜粋
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統合報告書2021 P58~P59 「価値創造戦略～人材力の最大化に向けて～」抜粋

「第1回 日経統合報告書アワード2021」にてグランプリを獲得しました！
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2022年3月当社取組みをESG別に紹介した「Sojitz ESG BOOK」をホームページに掲載

双日ホームページ
「サステナビリティ～Sojitz ESG BOOK～」
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“双日らしさ”を象徴する取り組み

人事戦略の3本柱「多様性」「挑戦」「成長実感」を包含

「発想×双日」 Hassojitzプロジェクト
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“双日らしさ”を象徴する取り組み “「発想×双日」 Hassojitzプロジェクト”

新入社員から定年再雇用者まで

事業化へのこだわり

参加者の成長実感が高い
※2021年エンゲージメントサーベイ結果より

ファシリテーターの配置

一人ではさせない

https://www.sojitz.com/jp/special/news/detail/post-48.php
https://www.sojitz.com/jp/special/news/detail/post-54.php


“双日らしさ”を象徴する取り組み
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⚫ 未来を見据え、現在取り組むべきことや戦略を考える思考（バックキャスティング）の育成機会
⚫ 開始から3年目を迎えた今、社内にチャレンジする意識・風土が根差し始めている

Q:新たな発想やアイデアの実現に向けた
取り組みを推進している

Q:所属部署を超えて業務を進めていくこ
とが奨励されている

エンゲージメントサーベイ結果（21年実施）

94% が肯定回答

81% が肯定回答

“「発想×双日」 Hassojitzプロジェクト”



価値創造戦略を支えるガバナンス～役員報酬の構成～
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報酬の種類 概要 業績連動指標（KPI） 評価ウェイト 報酬変動幅 支給時期

基
本
報
酬

固
定

金
銭

職責に応じて役
位ごとに決定

- - - 月例

業
績
連
動
報
酬

変
動

短
期

金
銭

単年度の会社業
績や中期経営計
画の進捗度に連
動

連結当期純利益（単年度目
標の達成度）、等

5項目
計100%

0～150%
毎年1回、
一定の時

期

中
長
期

株
式

中期経営計画の
達成度や企業価
値向上（ESGや
株価）に連動

3事業年度期間における連
結当期純利益の累計額

60%

60～200%
退任後株
式支給

当社株式成長率 30%

ESG関連
（環境・会社・ガバナ
ンス）

10%

ESG項目 評価指標 評価基準

ヒト

女性活躍
女性総合職の海外経験
者比率の向上・人数増

育児休暇取得 育児休暇取得率の向上

社員意識調査
（主要項目）
の向上

2021年3月実施の社員
意識調査の主要項目の
伸び・改善度

脱炭素
自社の直接的なエ
ネルギーの使用量
削減、等

2021年3月末時点からの削減
状況

社会課題
2つの価値を念頭
においた社会課題
への取り組み状況

全社及び各本部の施策取り組
み状況

ガバナンス
本部ごとの全社的
取り組み、等

社内委員会
外部評価期間

ESG関連の評価指標・基準

統合報告書2021 P77 「価値創造戦略を支えるガバナンス～報酬の構成～」抜粋

業績連動に係る各指標の目標を100%達成した場合

中長期的な業績向上推進のため、社外取締役を除く取締役及び執行役員の報酬制度全般を改定。21年6月株主総会決議。

業績連動指標のうち「ESG関連」については、中期経営化計画で掲げたESG目標（女性活躍推進、育児休暇取得、社員意識
調査（主要項目）の伸び、等）の達成度を評価する指標を新たに設置。



会社の現状と課題に関する議論
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経営陣から部長、課長まで段階的かつシームレスに経営課題を共有し、解決策を提案している。

サマーセッション（経営陣）

部長研修（60名）

課長研修（150名）

2020年8月サマーセッションの様子

8月

9月

10月



開示検討部会の改編

社内委員会の下部組織である開示検討部会の改編を実施。
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開示分科会 開示検討部会

事務局
経営企画部

開示全般の在り方についての議論

従前 2021年4月以降

事務局
IR室

開示全般の在り方についての議論

企業価値向上につながる非財務情報
を踏まえた具体的な開示（内容・方
法及び開示につながる事項）につい
ての議論、検討



変革

まとめ

人的資本経営の実践に向けて
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見える化
社内対話
仮説と課題

見せる化
動的KPIの
設定・開示

外部との対話

実行

発想を実現し、変革しよう。

＜変革の方程式＞



ご清聴いただき、ありがとうございました

当社の人事取り組みに関する特設サイトはこちら ➡




